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監 査 報 告 第 ８ 号 

平成１６年３月１９日 

 

財 政 援 助 団 体 等 監 査 結 果 報 告 

〔株 式 会 社 神 戸 ワ イ ン〕 

 

                       神戸市監査委員    近  谷  衛  一 

                       同          横  山  道  弘 

                       同          土  居  吉  文 

                       同          岡  島  亮  介 

 

  地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき実施した平成１５年度財政援助団体等監査について，

同条第９項の規定によりその結果に関する報告を次のとおり決定した。 

 

１ 監 査 の 対 象        

 

  株式会社神戸ワイン（以下「会社」という。）における出納その他の事務で，主として平成１４

年度執行の事務 
 

２ 監 査 の 期 間        

 

  平成１５年１０月１日～平成１６年３月１９日 

 

３ 監 査 の 方 法        

 

  監査は，出納その他の事務が法令等に基づき適正に行われているかについて，関係書類の調査と

ともに，関係職員に対する質問等の方法により実施した。 

 

４ 団 体 の 概 要 

 

(1) 設立の趣旨 

  会社は，神戸ワイン及び酒類の販売，食料品，飲食物，土産物及び日用雑貨等の販売，観光農

業施設等の管理及びその受託等を目的として昭和５９年１０月に設立された。 
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(2) 本市との関係 

   資本金は，平成１４年度末現在１４億円であり，神戸市（以下「本市」という。）は１３億４百

万円（出資率９３．１％）を出資している。 

   本市以外の主な出資者は，財団法人神戸みのりの公社，株式会社三井住友銀行，兵庫六甲農業

協同組合，株式会社東京三菱銀行及び農林中央金庫である。 

本市は本年度にフルーツ・フラワーパーク内のホテル研修館等（以下「ホテル研修館等」とい

う。）の資産を７９億２，９４６万円にて買い取った。また，平成１４年度末で３３億円の貸付を

行っている。 

また，平成１４年１０月１日より，利用料金制により，フルーツ・フラワーパークのホテル研

修館等の管理運営を委託している。 

   平成１４年度末において，助役が代表取締役社長に就任している。職員数は６８人であり，そ

のうち本市派遣職員は８人である。 

(3) 事業の概要 

   会社及び事業所の所在地は，第１表のとおりである。 

   事業量の推移をみると，第２表のとおりである。 

農業公園では，入園者数は２３万６，１２１人で前年度に比べて２万３，１８０人（８．９％）

減少し，レストランの利用者数は５万１，２３０人で前年度に比べて１万４７０人（１７．０％）

減少している。また，バーベキュー持ち込みコーナーを設置し，集客対策に取り組んだものの，

バーベキュー施設の利用者数は４万８，２０５人で前年度に比べて１万１，８０２人（１９．７％）

減少している。さらに，野外施設ではサイクルスポットの利用者数は１万７４人で前年度に比べ

て１１７人（１．１％）減少し，パターゴルフの利用者数は４，６３３人で前年度に比べて 

８８３人（１６．０％）減少している。 

フルーツ・フラワーパークでは，年間入園者は６６万４，０２８人で前年度に比べて３万 

９，３１５人（５．６％）減少している。ホテル研修館の宿泊者は３万６，１３０人，バーデハ

ウスの利用者数は１１万５，７０６人で，前年度に比べてそれぞれ１，０７９人（２．９％），

１万２，０９２人（９．５％）減少している。ブライダル事業の挙式組数は１１８組で前年度に

比べて２０組（１４．５％）減少している。また，レストランの利用件数は２１万５，１３１件

で前年度に比べて２万８，６０８件（１１．７％）減少し，バーベキュー施設の利用者数は１６

万６７３人で前年度に比べて４，７１７人（２．９％）減少している。さらに，野外施設事業で

は，ゴーカートの利用台数は３万４，０１３台で前年度に比べて１，７８１台（５．５％）増加

しているものの，アイススケートの利用者数は１万５，６６４人で前年度に比べて２，９３２人

（１５．８％），パターゴルフの利用者数は２万２，４３７人で前年度に比べて３，３６８人 

（１３．１％），それぞれ減少している。 
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 第 １ 表   会   社   等   の   所   在   地 

        

事    業    所 所      在      地 

  会   社  （ 本  店 ） 西区押部谷町高和字性海寺山１５５７番地の１（農業公園内） 

  支            店 北区大沢町上大沢字西谷２１５０番地（フルーツ・フラワーパーク内） 

 

 

 第 ２ 表   業   務   量   の   比   較 

      

項  目  平  成  14 年  度 平  成  13  年  度 

農 業 公 園 附 帯 事 業 の 経 営      

 レ ス ト ラ ン 事 業  利用者数      51,230 人 利用者数      61,700 人

 バ ー ベ キ ュ ー 事 業  利用者数      48,205 人 利用者数      60,007 人

 野 外 施 設 事 業      

  サ イ ク ル ス ポ ッ ト  利用者数      10,074 人 利用者数      10,191 人

  パ タ ー ゴ ル フ  利用者数       4,633 人 利用者数       5,516 人

 そ の 他 の 事 業  売店，自動販売機等 売店，自動販売機等 

フルーツフラワーパーク附帯事業の経営      

 ホ テ ル 研 修 館 事 業      

  宿 泊  宿泊者数      36,130 人 宿泊者数      37,209 人

  バ ー デ ハ ウ ス  利用者数      115,706 人 利用者数      127,798 人

  ブ ラ イ ダ ル  挙式組数        118 組 挙式組数        138 組

 レ ス ト ラ ン 事 業  利用件数      215,131 件 利用件数      243,739 件

 バ ー ベ キ ュ ー 事 業  利用者数      160,673 人 利用者数      165,390 人

 野 外 施 設 事 業      

  ゴ ー カ ー ト  利用台数      34,013 台 利用台数      32,232 台

 ア イ ス ス ケ ー ト  利用者数      15,664 人 利用者数      18,596 人

  パ タ ー ゴ ル フ  利用者数      22,437 人 利用者数      25,805 人

  園 内 車  利用者数      27,484 人 利用者数      30,721 人

  

そ の 他 の 事 業 

 

売店，自動販売機，ビーフ館， 

パン・ケーキ館， 

アミューズメント施設等 

売店，自動販売機，ビーフ館， 

パン・ケーキ館， 

アミューズメント施設等 
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(4) 経営状況 

経営状況の推移をみると，第３表のとおりである。なお，消費税処理は税抜処理である。 

当年度は，収益２１億４，２１７万円に対し費用２２億４，７２９万円で，差引１億５１１万

円の経常損失となっている。これにホテル研修館等の売却による固定資産売却損に係る特別損失

３億９，２４７万円等を加えた当期損失は５億１６３万円であり，さらに，前年度からの繰越損

失を加えた次期繰越損失は３８億２，１９９万円となっている。 

 前年度と比べると，収益が２億３，３７９万円（９．８％）減少し，費用が６億６，９８６万

円（２３．０％）減少した結果，経常収支は４億３，６０７万円の改善となっている。営業収支

比率は９９．６％，経常収支比率は９５．３％であり，前年度に比べ，それぞれ１３．７ポイン

ト，１３．９ポイント上昇している。 

ア 収   益 

営業収益は２１億３，３５２万円で，前年度に比べ２億３，９７４万円（１０．１％）減少

している。 

これは主として，農業公園において，神戸ワインの販売収入の増があったものの，利用者数

の減に伴いバーベキュー事業，レストラン事業及び売店事業等で売上高が減少した結果，農業

公園における営業収益が前年度に比べ７，５４４万円（１６．０％）減少したこと，並びにフ

ルーツ・フラワーパークにおいてサーカスの開催等の集客対策を展開したものの，利用者数の

減に伴いレストラン事業，ホテル研修館事業及び売店事業等で売上高が減少した結果，フルー

ツ・フラワーパークにおける営業収益が前年度に比べ１億６，４２９万円（８．６％）減少し

たことによる。 

    営業外収益は受取利息等８６４万円で，前年度に比べ５９５万円（２２０．９％）増加して

いる。 

イ 費   用 

営業費用は２１億４，３０８万円で，前年度に比べ６億１，９０１万円（２２．４％）減少

している。これは主として，農業公園の営業費用において，人件費等の経費削減努力によりバ

ーベキュー事業，売店事業及びレストラン事業における営業費用等が減少した結果，農業公園

における営業費用が前年度に比べ７，１４２万円（１３．７％）減少したこと，並びにフルー

ツ・フラワーパークにおいて，ホテル研修館等の資産売却等に伴い減価償却費が減少したこと

並びにレストラン事業，売店事業及びホテル研修館事業における営業費用等が減少したことに

より，フルーツ・フラワーパークの営業費用が前年度に比べ５億４，７５９万円（２４．４％）

減少したことによる。 

また，支払利息等に係る営業外費用は１億４２０万円で，前年度に比べ５，０８４万円 

（３２．８％）減少している。これは主として，施設建設に係る長期借入金の全額償還の後，

支払利息の負担が解消されたためである。 
ウ 事業別収支状況 

その結果，営業収支では，農業公園では約５，３１３万円の営業損失を計上したが，フルー

ツ・フラワーパークでは約４，３５７万円の営業利益をあげている。 
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(ａ) 2,133,526 2,373,268 △ 239,742
396,628 472,073 △ 75,445
106,175 131,150 △ 24,975
84,250 115,254 △ 31,004
194,390 210,758 △ 16,368
6,612 7,582 △ 970
5,178 5,650 △ 472

23 1,678 △ 1,655
1,736,898 1,901,195 △ 164,297

454,978 490,999 △ 36,021
444,560 499,977 △ 55,417
30,230 24,260 5,970
270,026 291,085 △ 21,059
311,612 346,421 △ 34,809
40,594 43,459 △ 2,865
58,116 75,718 △ 17,602
81,566 90,586 △ 9,020
45,217 38,689 6,528
8,647 2,695 5,952
8,647 2,695 5,952

　 (Ａ) 2,142,172 2,375,963 △ 233,791
(ｂ) 2,143,085 2,762,103 △ 619,018

449,760 521,186 △ 71,426
122,501 141,941 △ 19,440
101,792 126,806 △ 25,014
207,033 231,350 △ 24,317
2,821 3,304 △ 483

10,177 10,948 △ 771
36 190 △ 154

5,400 6,648 △ 1,248
1,693,326 2,240,916 △ 547,590

479,333 513,414 △ 34,081
428,263 479,653 △ 51,390
26,356 20,177 6,179
238,381 258,759 △ 20,378
308,390 347,293 △ 38,903
31,444 31,739 △ 295
59,963 77,006 △ 17,043
78,956 80,970 △ 2,014
38,178 16,829 21,349
4,062 415,076 △ 411,014

104,206 155,051 △ 50,845
100,924 151,770 △ 50,846
3,281 3,281 0

(Ｂ) 2,247,291 2,917,154 △ 669,863
　 △ 105,118 △ 541,191 436,073

（Ｄ） △ 392,472 △ 8,337 △ 384,135
－ △ 8,000 8,000

△ 392,472 △ 337 △ 392,135
△ 497,591 △ 549,528 51,937

（Ｆ） 4,040 1,360 2,680
△ 501,631 △ 550,888 49,257

（Ｈ） △ 3,320,363 △ 2,769,476 △ 550,887
△ 3,821,994 △ 3,320,363 △ 501,631

99.6 85.9 13.7
95.3 81.4 13.9

減 価 償 却 費

自 動 販 売 機 事 業
パ ン ・ ケ ー キ 館 事 業
野 外 施 設 事 業
そ の 他 事 業

レ ス ト ラ ン 事 業
ビ ー フ 館 事 業
バ ー べ キ ュ ー 事 業
売 店 事 業

ホ テ ル 研 修 館 事 業

自 動 販 売 機 事 業
野 外 施 設 事 業
そ の 他 事 業
減 価 償 却 費

そ の 他 事 業

レ ス ト ラ ン 事 業
バ ー べ キ ュ ー 事 業
売 店 事 業

農 業 公 園

売 店 事 業
自 動 販 売 機 事 業
パ ン ・ ケ ー キ 館 事 業
野 外 施 設 事 業

経 常 損 失 (Ｃ=Ａ－Ｂ)

特 別 損 失

税 引 前 当 期 損 失

前 期 損 益 修 正 損

営 業 収 支 比 率

住 民 税 額
当 期 損 失

(a/b×100）
(Ｉ=Ｇ+Ｈ)

対 前 年 度
増 減

平 成 13 年 度

（Ｅ=Ｃ＋Ｄ）

営 業 収 益

フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク

支 払 利 息 等

当 期 費 用 合 計

営 業 外 費 用

金 額

レ ス ト ラ ン 事 業
バ ー べ キ ュ ー 事 業
売 店 事 業

(単位　金額：千円）

平 成 14 年 度
金 額

収

益

の

部

営 業 外 収 益

農 業 公 園

自 動 販 売 機 事 業
野 外 施 設 事 業
そ の 他 事 業

バ ー べ キ ュ ー 事 業

第　３　表　　　比　　較　　損　　益　　計　　算　　書  

 

科 目

 

当 期 収 益 合 計
営 業 費 用

新 株 発 行 費 償 却

ホ テ ル 研 修 館 事 業
レ ス ト ラ ン 事 業
ビ ー フ 館 事 業

　（注）金額は，千円未満を四捨五入している。

受 取 利 息 等

フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク

(A/B×100）経 常 収 支 比 率

次 期 繰 越 損 失

費

用

の

部

(Ｇ=Ｅ-Ｆ)

前 期 繰 越 損 失

固 定 資 産 除 却 損
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(5) 財政状態 

   財政状態は，第４表のとおりである。 

  ア 資 産        

    資産総額は１９億５４４万円で，前年度末に比べ７１億１，７７１万円（７８．９％）減少

している。 

    流動資産は１７億５，９５４万円で，主として現金・預金１４億１，３０６万円及び未収金

２億５，４３２万円である。前年度末に比べ７億７，７９２万円（７９．３％）増加している

が，これは主として，現金・預金が増加したことによる。 

固定資産は１億４，４２５万円で，主として工具器具備品及び建物等の有形固定資産が  

８，６０６万円，長期前払費用に係る投資等が５，７１６万円である。前年度末に比べ７８億

９，２３５万円（９８．２％）減少しているが，これは主として，ホテル研修館等を平成１４年 

１０月１日付けで市に売却したことにより，建物が１０５億９１１万円（９８．６％），構築物

が６億７，７２１万円（９７．１％）減少したこと及びこれに伴い減価償却累計額を３４億 

７，５７７万円（７４．５％）減算したことによる。   

イ 負 債        

    負債総額は４３億２４３万円で，前年度末に比べ６６億１，６０８万円（６０．６％）減少

している。 

    流動負債は４０億７，２６５万円で，主として短期借入金３３億１，０００万円である。前

年度に比べ，３，０６６万円増加しているが，これは主として，ホテル研修館等の売却代によ

り施設建設に係る長期借入金を全額償還したことにより，１年以内返済長期借入金が皆減した

ものの，借入金の償還及び運転資金の充当に係る短期借入金の増，未払消費税等の増及び未払

金の増による。 

    固定負債は２億２，９７７万円で，退職給与引当金１億７，２２９万円及び預り保証金 

５，７４８万円である。前年度末に比べ６６億４，６７５万円（９６．７％）減少しているが，

これは主として，長期借入金の皆減による。 

ウ 資 本        

    資本総額は前年度に比べ５億１６３万円減少し，２３億９，６９９万円の債務超過となって

いる。 

資本金は，平成１２年度及び平成１３年度にそれぞれ６億円ずつ第三者割当による増資を行

った結果，１４億円となっている。 

欠損金は，利益準備金２，５００万円及び当期損失金５億１６３万円に前期からの繰越損失

金３３億２，０３６万円を合わせて３７億９，６９９万円となっている。 
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1,905,440 9,023,152 △ 7,117,712

Ⅰ 　 1,759,542 981,613 777,929

1 1,413,060 700,953 712,107

2 254,324 210,636 43,688

3 90,737 68,977 21,760

4 1,573 1,570 3

5 8 138 △ 130

6 △ 160 △ 660 500

Ⅱ 144,256 8,036,615 △ 7,892,359

1 86,063 8,035,250 △ 7,949,187

(1) 149,247 10,658,366 △ 10,509,119

20,314 697,525 △ 677,211

－ 159,123 △ 159,123

99,716 99,716 0

1,008,779 1,088,283 △ 79,504

△ 1,191,992 △ 4,667,762 3,475,770

2 1,024 1,365 △ 341

3 57,169 － 57,169

Ⅲ 1,643 4,924 △ 3,281

1 1,643 4,924 △ 3,281

1,905,440 9,023,152 △ 7,117,712

4,302,434 10,918,515 △ 6,616,081

Ⅰ 　 4,072,659 4,041,991 30,668

1 3,310,000 2,748,000 562,000

2 － 1,044,300 △ 1,044,300

3 360,103 217,319 142,784

4 2,700 1,360 1,340

5 375,731 7,958 367,773

6 9,270 9,883 △ 613

7 5,955 4,471 1,484

8 8,900 8,700 200

Ⅱ 229,775 6,876,525 △ 6,646,750

1 － 6,654,139 △ 6,654,139

2 57,480 57,480 0

3 172,295 164,905 7,390

資 本 △ 2,396,994 △ 1,895,363 △ 501,631

Ⅰ 1,400,000 1,400,000 0

Ⅱ △ 3,796,994 △ 3,295,363 △ 501,631

1 25,000 25,000 0

2 △ 3,821,994 △ 3,320,363 △ 501,631

(△ 501,631 ) (△ 550,888 ) (△ 49,257 )

　

金 額

有 形 固 定 資 産

貸 倒 引 当 金

前 払 費 用

未 収 金

そ の 他 の 流 動 資 産

棚 卸 資 産

未 払 金

(6)

第　４  表　　　比　　較　　貸　　借　　対　　照　　表　

(単位　金額：千円）

金 額

対 前 年 度

増 減
科 目

平 成 13 年 度平 成 14 年 度

短 期 借 入 金

無 形 固 定 資 産

繰 延 資 産

新 株 発 行 費

現 金 預 金

資 産

固 定 資 産

工 具 器 具 備 品

流 動 資 産

建 物

預 り 保 証 金

資 本 金

賞 与 引 当 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

預 り 金

固 定 負 債

前 受 金

利 益 剰 余 金 及 び 損 失 金

（注）  金額は，千円未満を四捨五入している。

退 職 給 付 引 当 金

次 期 繰 越 損 失

（ う ち 当 期 損 失 ）

利 益 準 備 金

減 価 償 却 累 計 額

流 動 負 債

投 資 等

負 債 及 び 資 本

負 債

１ 年 以 内 返 済 長 期 借 入 金

長 期 借 入 金

(2) 構 築 物

(5)

(4) 車 両 運 搬 具

(3) 機 械 装 置
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５ 監 査 の 結 果        

出納その他の事務については，おおむね適正に行われているものと認められたが，事務の一部に

ついて次のような改善を要する事例が見受けられたので，今後適正な事務処理に努められたい。 

 

(1) 会計処理に関する事務 

ア 会社と財団法人神戸みのりの公社の経費按分について 

会社と財団法人神戸みのりの公社の両者が負担するべき経費であるにもかかわらず，経費按

分が行われていない事例が見受けられた。     （農業公園，フルーツ・フラワーパーク） 

適正な按分を行うべきである。 

 

(2) 契約事務について 

ア 園内において各種業務に従事する事業者に係る委託契約について，契約書の規定と実行が異

なる以下の事例が見受けられた。 

(ｱ) 遊園地内売店コーナーの管理運営業務について，事業者が負担するべき維持管理費用と

して契約書にあげられた清掃負担金について，請求及び収入を行っていない事例      

                             （フルーツ・フラワーパーク）       

適正な請求を行なうべきである。 

 

(ｲ) ブライダル関連業務を事業者に委託しているが，委託契約書に当該業務に伴い発生する

光熱水費等附帯費用の負担は協議事項である旨を定めてあるにもかかわらず，協議書が締

結されていない事例                  （フルーツ・フラワーパーク） 

      協議書等を締結することにより，負担区分を明確にするべきである。 

 

   (ｳ) 園内厨房業務及びサービス業務に係る委託契約書において，レストランの原価率を一定

率以内におさめるよう事業者に努力を求めているにもかかわらず，平成 14年度実績におい

て，原価率が慢性的に契約書に提示する率を越えている事例       （農業公園）       

      事業者に対して原価率の圧縮努力を求めるべきである。 

 

(3) 財産管理 

ア 現金の保管について 

イベントの売上にかかる預り金を長期間にわたって現金で金庫に保管している事例が見受け

られた。                                （農業公園） 

現金については口座管理を行なう等，適正な取扱を行うべきである。 
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イ 所有権が本市に帰属する資産の修繕費用の負担区分について 

    温浴施設について，本市に所有権が移転した後に，会社が利用料金収入を財源として修繕を

実施している事例及び本市の負担により修繕を実施している事例が見受けられた。 

         （フルーツ・フラワーパーク） 

所有権が本市に帰属する資産の修繕費用については，協議書等を締結することにより，負担

区分を明確にするべきである。 

 

以上，監査の結果を述べたが，ホテル研修館等の資産売却により減価償却費や長期借入金に係る

支払利息の負担がほぼ解消したこと，及び人件費等の経費削減努力により当期損失は５億１６３万

円で，前期に比べ４，９２５万円の収支改善となっている。 

しかし，前年度からの繰越損失を合わせた損失額は３８億２，１９９万円にのぼり，経営状況は

ますます厳しさを増している。 

今後，単年度経常黒字を確保するために，各施設において集客誘致及び売上増による収入の増加

に力を注ぎ，更なる経費削減努力を継続する等，一層の経営効率化及び経営改善に取り組まれるよ

う希望する。さらに，単年度経常黒字の確保が困難な場合は，個別事業ごとに継続の必要性を検討

し，事業の再構築につき適切な判断を下されるよう希望する。 

 

 

 

 

凡     例 

１ 文中で用いる金額は，原則として千円の位以下を省略し，万円単位で表示している。 
２ 損益計算書，貸借対照表等は比較等を行うため，財務諸表を組みかえたものである。 
３ 各表中の金額は，原則として百円の位を四捨五入し，千円単位で表示している。した

がって合計と内訳の計が一致しない場合がある。 
４ 各表中の比率は，百分率で表示し，小数点以下第 2 位を四捨五入している。したがっ

て合計と内訳の計が一致しない場合がある。 
５ 各表中の符号の用法は，次のとおりである。 

｢0｣及び｢0.0｣ ………… 該当数値はあるが，単位未満のもの。 
           対前年増減額及び率の場合は，零を含む。 
｢－｣ …………………… 該当数値なし，算出不能又は無意味のもの。 
｢ほぼ皆増｣ …………… 増加率が 1,000％以上のもの。 

６ 文中及び各表中でいう消費税とは「消費税」および「地方消費税」をいう。 


